令和４年８月２９日
保護者様
江上小学校

新しい家庭学習（別紙「家庭学習のすすめ」）について


突然ですが子供さんへ質問です。「宿題は好きですか？」
[bookmark: _GoBack]この問いに「はい」と即答できる子は何人いるでしょうか？ 

「宿題，いや『学ぶことが好き』な子供たちにしたい！！」
・・・そこで家庭学習
宿題



「宿題」という考え方（呼び方）をやめて，「家庭学習」を常態化しましょう。




１．必要なのは「学びに向かう力」（自ら学ぶ力）

「学力」について 
例えば…今の時代，計算の答えは，計算機を使えばだれでも正確に求めることができますよね。ということはこの場合，人に必要な力は，どんな式を立てればよいか？という「思考・判断・表現力」であり，機器を使用するための「知識・技能」です。しかもこの知識や技能は，日々アップデートされる（新しい技術がどんどん出てくる）ため，「知識・技能を得る力」が重要になります。
つまり，今後必要となる力とは，膨大な情報，目まぐるしく変化する環境に対して，主体的に学び，柔軟に考えを広げ深めようとする力【学びに向かう力】（自ら学ぶ力）といえます。

「宿題」について 
　　　「宿題」という言葉には「学校から出されている課題」，「しないといけないもの」という，『やらされている感』が強く出ています。また，「学校が出している」ということから，人が（学校が準備や事後を）してくれるのが当たり前だ，という感覚に陥りがちです。しかし，このように受動的な学び方では，先に挙げた【学びに向かう力】が養われるどころか，減退していくのは目に見えています。実際に「宿題」が好き！もっとしたい！！という子供はどれだけいるでしょうか？
　　　習慣づけるためには「与えること」も必要だ，という考えもあるでしょう。ただ，本当に嫌々やらされていることは「習慣」になるのでしょうか？また，努力に見合った効果を得られているのでしょうか？人は，好き，楽しい，または自分にためになっていると思えることなら，多少，いやむしろ非常に苦しく困難でも努力を続けることができるものです。甲子園球児など（この暑い夏にも負けずスポーツに勤しむことができる人）を見ていると本当にそう思います。

２．もともと人は「学ぶ」ことが好き！！

「やらされずに自分から学ぶ」「勉強が好き」…そんなのは理想で実際は無理じゃないか，と思われている方，思い出してください。新しいランドセルや学習道具を手に，初めての小学校，初めての教科書に目を輝かせていた子供たちの姿を。新しいことを知った時，できるようになったとき，楽しかったはずです！テレビでは，いつの時代も「クイズ番組」があり，老若男女を問わず「娯楽」として親しまれています。人は「学ぶ」ことが好きなのです。
　　　では，なぜ勉強嫌いになるのか…そこで見えてくるのが「周りの環境やかかわり方」です。

３．気持ちを切りかえる 学校と家庭の「すみ分け」

「集中力」について 
　様々な論文によって差異はありますが，おおむね人の集中力は子供の場合「３０分程度」，大人でも平均「４５～５０分」であり，最長でも「９０分」だと言われています。またその持続時間のなかでも「１５分ごとに波」があり，それを３回（計４５分）迎えた後は弱くなっていくそうです。
　つまり，長すぎる学習時間や意識は逆効果とも言えます。大切なのは，『長さ』ではなく『質』であり，「休憩」や「気分転換」も学習の重要なポイントになってくるわけです。にもかかわらず，これまでの「宿題」は，学校の延長線上という意識がついて回り，極端に言うと子供たちは一日中学校に縛られている…という感覚に陥ることもあります。これでは，どんなに好きなことでも嫌になって当然ですよね。そこで・・・

「すみ分け」について 
　　ここで一度「学校」と「家庭」は，そもそも別環境であるということを生かし，それぞれの学び方をきちんと分けて考えてみたいと思います。

【学校での学習】
　・「授業（45分単位）で『学ぶ』」… 発達段階に応じて，その学年で身に付けることを学ぶ。

【家庭での学習】
　・「家庭学習で『学ぶ』」… 各家庭や個に応じて，より学びたいこと，必要なことを学ぶ。　 

　　　この場合，考えられる効果と課題には下記のようなものがあります。

　　　　　　　　　　　　　　　 　≪ 効 果 ≫
　○ 気持ちを切り替えて，どちらの学習にも集中しやすい。
　○ 主体的に学ぶ（自分から学ぶ）意識や経験を積みやすい。
　○ 各家庭の実情や，個に応じた学習ができ，その子に合った力を伸ばしやすい。

　　　　　　　　　　　　 　　　　≪ 課 題 ≫
　● 何を，どう学習すればよいか が，わからない子がいる。（特に低学年）
　● 現状，強制しないと自分から学習していない子がいる。
　● 保護者が忙しくて，子供の学習に関われる時間がとれない。

　そこで，この課題を解決するために「家庭学習のすすめ」（別紙）を作成しました。具体的な方法についてはそちらをご覧ください。保護者の皆様におきましては，この機会にぜひ趣旨をご理解いただき，ご協力くださいますよう，どうぞよろしくお願いします。
